
地域における福祉活動 

(中間課題ヒアリングシート) 

 

受講番号：     氏名：       

地域生活支援のためのヒアリングシート 
◎補足説明： 

・なるべく全ての項目をうめましょう。空欄が散見する場合、アセスメント不足によって再提

出とします。読み手が理解できるように具体的に記載してください。あまりにも記載が乏しく

わかりにくい場合も再提出となる場合があります。 

・利用者自身だけではなく、利用者を取り巻く環境（ケース当事者とかかわっているコミュニ

ティ、利用しているサービスなど）も含めて何らかの「所属」、「組織」、「資源」になり得ると

思います。 

⑴利用者が参加・所属している地域組織または参加したがっている組織について 

組織の名前は？ 「特になし」、「所属していない」などの回答は再提

出対象となります。 

例として町内会、自治会、集合団地、アパートの住

人コミュニティなども考えられるかもしれません。

本当に人が何にもかかわらずに暮らしていけるでし

ょうか？ 

どの程度の「参加」か？  

参加しやすい条件整備がなされて

いるか？ 

 

どういう条件が整えば、もっと参

加しやすくなるか？ 

 

  ＜注＞自治会・趣味グループ・学校・ファンクラブ・生涯学習グループ・ 

各種〈連続〉講座・ボランティアグループ 

 

⑵利用者の交友相手〈友達〉について 

どんな関係の人  

利用者の資源になりうるか  

どうしたら資源になるか。  

  ＜注＞井戸端会議の相手・同窓生・趣味友達・講座友達・級友・ 

 

⑶利用者が所属している当事者組織について 

どんな組織に属している 「特になし」、「所属していない」などの回答は再提

出対象となります。 

 

利用者同士の問題解決のために

十分機能しているか。 

 

本課題は次回第５回研修内の「1人 10分発表」

の基になります。しっかり内容を作りこまない

と 10分の発表を持て余してしまいます。 
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もっと機能するためには、どうい

う支援が必要か。 

 

利用者はどんな役割を果したら

いいか。 

 

その組織は利用者にとってどん

な意味があるか。 

 

 

⑷利用者に（福祉的に）関わっている人や組織・企業〈商店〉・隣人について 

どんな関わりをしてくれている

か。 

 

もっとすすんだ関わりをしても

らうには、どんな条件が整備され

たらいいのか 

 

こちらとしてどんな努力をした

らいいか〈どんな仕掛けを施した

らいいか〉。 

 

 ＜注＞行きつけの商店の主が、店頭で親切にしてくれる程度でもいい。 

 

⑸利用者が見込んでいる相手〈相談に乗ってくれたり、困った時助けてくれる人〉 

 行きつけの商店・診療所の医師・隣人について 

その利用者が見込む相手はどう

いう条件があるのか。 

 

利用者が見込んでいる人が、見込

まれたことをきちんとしている

か。 

 

していないとすれば、それはなぜ

か。 

 

見込まれたことをその人が実行

するには、どういう働き掛けが必

要なのか。 

 

 ＜注＞なぜその人を見込んでいるのか。 

 

⑹利用者の親族で、利用者が頼みにしている相手について 

その相手は、利用者の期待に添う

ように行動しているか。 

 

していないとすればそれはなぜ

か。 

 

どうしたら期待に添うように行

動するようになるか。 
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他の親族はなぜ頼りにならない

のか。 

 

どうしたらもっと頼りになる親

族になるのか。 

 

 

⑺利用者の〈これから戻る〉近隣は、利用者にとっていい近隣か。 

どのように頼りになるか。  

どのように頼りにならないか。  

どんな人材が存在しているか〈世

話焼き・口利き・など〉 

 

もっと頼りになる近隣にするに

はどうしたらいいか。 

 

 

⑻利用者の周囲で、活用できそうな福祉資源はあるか。 

どんな資源が分布しているか〈い

わゆるボランティアや民生委員、

福祉推進員だけでなく、世話焼き

さんや、保健福祉のプロ、各種公

共機関なども〉。 

 

それぞれどんな資源性を持って

いるか。 

 

それぞれ利用者にどんな資源に

なりうると思うか。 

 

それらの資源を利用者に振り向

けるにはどんな仕掛けが必要か。 

 

それぞれがより強力な資源にな

るには、どんな仕掛けが必要か。 

 

 

⑼利用者にとって「隠れた資源」となっているもの〈利用者を元気にさせているもの〉に

ついて 

あるとすればそれは何か。  

＜注＞特に動植物や自然環境、日常生活の各種グッズ、遊び・スポーツなど、人間以外

の資源に着目。 

 

⑽利用者は地域に対して、どんな資源性を有しているか。 

補足：利用者自身だけではなく、利用者を取り巻く環境も含めて何らかの「資源」になり

得ると思います。例：「存在自体、成長する姿が周囲の希望になっている」など 

 



地域における福祉活動 

(中間課題ヒアリングシート) 

 

資源性とそれが機能している対

象を羅列。 

 

利用者が頼りにしている相手に

対して、どんな資源性を発揮して

いるか。 

 

利用者が潜在的に有している資

源性は何と何か。 

 

それぞれ誰に対して資源となり

うるか。 

 

利用者の資源力を増強させるに

は、どんな支援が必要か。 

 

 ＜注＞隣人の相談相手、同じハンディを持った人の相談相手、趣味グループなどで、ユ

ニークな働きをしている、など。 

 

⑾利用者にとっての資源同士のネットワークの状況はどうか。 

これまで挙げられた資源相互の

連絡はどの程度なされているよ

うか。お互い〈資源同士〉、その

利用者に関わっていることをど

の程度承知しているようである

か。 

 

もっときちんとネットワークが

できるためには、どんな支援が必

要か。 

 

 

⑿利用者の自宅〈居住場所〉は、 

資源を発掘・活用するのにどのよ

うに適しているか、または適して

いないか。 

 

より多くの資源を発掘・活用する

ために、どんな環境整備が必要

か。〈利用者のセルフケアマネジ

メント能力の開発。自宅の改造。

支援者の確保。資金援助など〉 

 

 

⒀利用者のセルフケアマネジメント能力〈自分の状態を正確に把握・ハンディの中身も客

観的に把握・その克服策の工夫・必要な資源を発掘・活用する資質等〉の評価をしてみよ

う。 

セルフケアマネジメント能力の

評価 
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 ＜注＞人に好かれる〈人が寄って来る〉・自分も人が好き・人の好き嫌いがない・困った

ら困ったと言える・だれにも気軽に助けを求めることができる・助け手を上手に

探し出す・お礼の言い方・仕方も上手・人間関係に長けている。自分もお返しが

できる・自分の〈他人に〉できることを上手に生かす・自分の意思をきちんと伝

えられる・コミュニケーション手段を持っているし使える・どこへでも気軽に出

かける・人を呼び込む場〈空間〉を確保している・セルフケアマネジメントのた

めの支援者〈秘書？〉を確保しているなど。 


